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米国の酪農業は、乳牛飼育技術の革新K伴い、 1 9 5 0年代より経営規模の拡大が急速K進行して来

ているo カリフオニア州南部Kおいても搾乳牛の平均飼養頭数が、現在、平均 350--400頭に達し

ている口この地域では、一般的K、搾乳牛を 1頭当 37 --46m2の広さの土間ないしは舗装した柵内で

飼育し、飼料は、組飼料を柵内で、濃厚飼料を搾乳舎内で給与する方式を取っている。搾乳は、規模の

大小K関係なし 1日2回、 1 2時間々隔で行うのが普通であるo 搾乳忙際しての乳牛の洗糠は、通常、

待機場内の床K設置した噴水設備忙よるか、搾乳舎内でホースを用いて行われており、使用後の水は、

一旦、貯溜槽K集めた後、草地潜概K利用されている。この他K、乳の冷却用として少量の水が使用さ

れているが、これも同様の方法で処理されており、なか陀は、冷却用水を牛体洗樵用K再使用している

所もあるo こうした廃水処理法Kより、水質汚染源となる各種物質を含んだ大量の水が、未処理のま L

環境K放出されることとなる。この研究は、こうした廃水の水質低下が、どの程度忙達するかを調査し

たものである。

調査対象のカリフオルニア州チノコロナ酪農地区は、搾乳牛総数約 12万 2千頭、農家数、 3 5 5戸、

経営規模、搾乳牛飼養頭数 15 0以下. 1 5.1%、 150-300、 5 3・7%、 300--450、18.4 

%、 450--600、 6.7%、 600以上 6・1%の構成である。この地区では酪農用水として全ベて地

下水を使用しており、 2 2戸の農家を抽出調査した結果、洗織と冷却K使用する水の量は乳牛 1頭当 1

日114--189tとな久経営規模の大きい農家ほど使用水量が多かった。これらの数値より推算す

ると、この地区での洗糠用廃水量は.. 1日当総計約 22， 7 0 0 m3 'VL達する。

調査農家の搾乳 1回当の所要時間(搾乳牛が洗税用噴水設備忙入り始めてから、全牛が搾乳舎を出終

るまでの時間)は1.35--1.75時間で.規模の大きな農家が長時間を要したが、乳牛の糞尿排池は主

として最初と最後の 30分間K集中するためw 搾乳所要時間の長短Kよる廃水汚染度の差はなかった。

下表K、 2戸の農家を対象に行った水質変化の調査結果忙ついて示した。すなわち、使用後の洗機水は、

使用前K比較して、色、濁度、味等の他K、有機物(C 0 D)、全窒素、全可溶性塩類の各含量K著し

い変化が見られた。陽イオンの中では、・カリ含量の上昇が著しく、これは飼料中のカリ含量が高いこと

Kよるものであり、陰イオンでは‘塩素‘重炭酸イオン濃度の増加が大きかったが、これらは、食塩の

摂取と反額胃へ流入する唾液K原因すると考えられるo こうした廃水が、もし地表水K混入した場合は

大きな汚染源となることは明らかである。この地区では、地下水を利用し、廃水を草地K還元する

closed sys七emとなっているので、地表水を汚染するおそれはないが、地下水汚染の危険性は多

介にある。前報(Pra七七ら， J.Environ. Qual・ 1 : 97， 1971 )で、この地区忙おける、土

壌中での、硝酸塩類の下降移動Kついて経時的変化を推測して発表したが、この地区で一般的K行われ
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ている草地溝概の条件下では、前記、洗練廃水中K含まれる各種塩類が、地下水面忙到達する期間は50

..._ 6 0年と推定される。水溶性の塩類を含むということでw 現在の廃水処理に変わる方式を採用するに

は、確かK困難な面があると考えられるが‘今後w 廃水処理方式を検討する場合は、水溶性塩類の除去

Kついても配慮する必要がある回

酪農洗糠用水の理化学的水質変化

測定事項
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注) 数値は平均値
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